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吉賀町農業委員会告示第 13 号

吉賀町農業委員会を次のとおり招集する。

齋藤　学

1 日時

2 場所 吉賀町役場　六日市庁舎　２階第２会議室

第 8 回吉賀町農業委員会会議録

応 招 委 員 会長 齋藤  学 代理 河野　達

2番 河上　政義 3番 森下保 4番 田村　薫平 5番 尾崎　勝典

6番 米田　浩司 7番 橋本　修治 8番 河野　雅俊 9番 藤井　和子

10番 見川　恒栄 11番 山根　里馬

農 地 利 用 河口　貴哉 菊池　美和 齋藤　一政 杉ノ内　孝太

最 適 化 澄川　敦馬 田中一成 田淵　文雄 右田　巧

推 進 委 員 本廣　順保 安永　桂 米田　銀次郎

なし
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事務局長 堀田　雅和 事務局員

議長は 9時00分 開会を宣告

　議長は 9時11分 閉会を宣告

　　別紙のとおり
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第 8 回農業委員会

（通算第 234 回）

令和6年12月23日

吉賀町役場　六日市庁舎　２階第２会議室

開会

会長挨拶

議案

議案第1号 非農地証明書の交付申請について

議案第2号 農業経営基盤強化促進法に基づく農地利用集積計画の承認について
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本日の欠席の委員さ んは河口委員で、 山根さ んはま だ来ら れて な いんですが、 農

業委員さ ん１ ２ 名の内１ １ 名の方に出席し て いた だいて ま すので、 会議が成立し て

いる こ と を 、 ご 報告いた し ま す。  

 そ れでは、 会長にご 挨拶いた だいて 、 引き 続き 、 議長と し て 議案審議に移っ て い

た だけ た ら と 思いま すので、 よ ろ し く お願いし ま す。  

 

議事録署名委員と し て 田村委員、 尾崎委員を 指名し ま す。  

議案第 1 号 非農地証明書の交付申請について 、 を 議題と いた し ま す。 事務局、 説

明を お願いし ま す。  

 

議案第 1 号について 説明し ま す。  

非農地証明と は、 登記上の地目が農地（ 田、 畑な ど ） にな っ て いる にも 関わら ず、

現況では山林化や原野化し て いる 場合に、 そ の土地が農地ではな いこ と を 証明する

も のです。 こ の証明書を 発行し た ら 所有者が法務局で地目変更の手続き ができ ま す。 

今回の申請は、 農地の所在は七日市○○番、 地目 田、 面積○○㎡です。 所有者は

○○さ んです。 非農地の事由は戦前よ り 耕作し て おら ず、 宅地化し て おり 、 今後と

も 農地と し て 利用する こ と は考え ら れず、 ま た 農地への復旧も 困難であ る た めです。 

（ 山根委員、 入室）  

非農地の手続き の流れは、 こ のあ と 議長から ３ 名の委員さ んを 指名し て いた だき 、

３ 名で現地確認を し て 非農地と いう こ と が認めら れた ら 、 事務局から 非農地証明書

を 出すこ と にな り ま す。  

以上よ ろ し く お願いし ま す。  

 

 そ れでは、 今事務局が説明いた し ま し た と おり 、 非農地証明の現地の確認の３ 名

の委員さ んを 指名し た いと 思いま す。  

 １ 名は本廣委員さ ん、 よ ろ し く お願いし ま す。 そ れから 河内の澄川委員さ ん、 よ

ろ し く お願いし ま す、 と 私で確認を し た いと 思いま す。  

 期日につき ま し て は後ほど ご 連絡を 申し 上げて お集ま り いた だき た い。 で、 来月

の農業委員会総会において 発表する 、 と いう 運びにな り ま す。 よ ろ し いでし ょ う か。 

 

議案第 2 号 農業経営基盤強化促進法に基づく 農地利用集積計画の承認について 、

を 議題と いた し ま す。 事務局、 説明を お願いし ま す。  

 

議案第 2 号について 説明し ま す。  

こ の農用地利用集積計画と いう のは農地の貸し 借り について 利用権を 設定する も
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のにな り ま す。  

 基盤強化法の審査基準によ り 、 耕作すべき 農地のすべて を 効率的に利用し て 耕作

を 行う と 認めら れる こ と 、 農業に対し 意欲と 能力があ る こ と 、 な ど ご 審議いた だけ

ればと 思いま す。  

2 ページ を ご 覧く ださ い。  

  

≪新規案件を 読み上げ≫ 

以上ご 審議を お願いし ま す。  

 

はい、 利用権設定につき ま し て の新規案件の説明は終わり ま し た 。  

では、 農業委員含めま し て 最適化推進委員さ んのご 意見を 拝聴し た いと 思いま す。 

よ ろ し く お願いし ま す 

利用権設定につき ま し て はご 意見ご ざ いま せんでし ょ う か。  

無いよ う でし た ら 採決の方に移ら さ せて いた だき ま す。  

議案第２ 号につき ま し て 、 賛成の農業委員さ んの挙手を 求めま す。  

はい、 あ り がと う ご ざ いま す。 全員賛成でご ざ いま すので認可承認さ れま し た 。  

以上、 承認事項につき ま し て は終了いた し ま す。  

そ れでは、 その他の４ 番の方に入ら さ せて いた だき ま す。  

報告第 1 号 農地法第 18 条第 6 項の規定によ る 届出について 、 事務局よ り 説明お

願いし ま す 

 

7 ページ を ご 覧く ださ い。 こ の農地法第 18 条第 6 項の届出は、 農地の貸し 借り が

さ れて いた も のが合意解約さ れた 案件の届出です。  

１ 番は、 場所は抜月で○○さ んから ○○さ んに貸さ れて いた 農地の解約と な り ま

す。 理由は耕作者の変更のた めです。 抜月の月和田地区で農事組合法人が設立さ れ

る 予定な ので、 そ の関係で耕作者の整理を さ れて いる そ う です。  

２ 番は、 抜月の○○さ んから ○○さ んに貸さ れて いた 農地で、 理由は耕作者の変

更のた めです。 理由は１ 番と 同じ です。  

 

以上で説明を 終わり ま す。  

 

以上、 本日提出し ま し た 議案につき ま し て 、 終了し た いと 思いま す。  

 

午前 ９ 時 11 分閉会 

 


